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福島県大沼郡三島町　みしままち
三島町は、福島県の西部を流れる只見川
沿いの小さな町です。優良な「会津桐」
の産地として知られるほか、小正月の行
事「サイノカミ」や、野山の材料で作る「編
み組細工」などの伝統が受け継がれ、「日
本で最も美しい村」連合に加盟していま
す。
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TownMemories 9 月
み　し　ま　　日　々　の　出　来　事

勝利まであと一歩！来年こそ初戦突破誓う
市町村対抗野球　須賀川市に惜敗

　
　︻
写
真
︼

　
　
①
金
婚
夫
婦
表
彰
を
代
表
で
受
け
る

　
　
　
菅
家
清
二
さ
ん
︑
ふ
じ
子
さ
ん
ご
夫
婦

　
　
②
西
方
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

　
　
③
三
島
町
太
神
楽
保
存
会
の
皆
さ
ん

　
　
④
谷
澤
ハ
ツ
ミ
さ
ん

　
　
⑤
藤
間
会
の
皆
さ
ん

　
　
⑥
三
島
保
育
所
き
り
ん
組
に
よ
る
お
遊
戯

　「奥会津ロックフェスティバル２０１６」は８月 2 ７日、

美坂高原で行われ、約１，５００人が訪れました。開会式で

は実行委員長の三浦直樹さんがあいさつをし、開会宣言を

行いました。正午からの開演で、シシド・カフカさん他、5

組のアーティストが出演し、会場を盛り上げました。会場内

では『奥会津うまいもんフェア』も同時開催され、奥会津

の美味しいものが集結。奥会津以外にも、只見線沿線市町

村の「新潟県魚沼市」や「会津坂下町のホルモン焼」が出

店し、各々の特産品を販売・ＰＲしました。

「奥会津ロックフェスティバル２０１６」開催
シシド・カフカさんなど総勢６組のアーティストが美坂高原を盛り上げる

　
平
成
二
十
八
年
度
三
島
町
敬
老
会
は
九
月
七
日
︑
森
の
校
舎
カ
タ
ク
リ

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
満
七
十
五
歳
以
上
の
方
々
五
百
五
十
三
名

が
招
待
さ
れ
︑
そ
の
内
︑
二
百
五
名
の
方
が
出
席
し
ま
し
た
︒
福
島
民
報

社
に
よ
る
﹁
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
﹂
で
は
︑
結
婚
五
十
年
を
迎
え
た

三
組
の
ご
夫
婦
が
表
彰
さ
れ
︑
代
表
し
て
菅
家
清
二
さ
ん
・
ふ
じ
子
さ
ん

夫
妻
に
会
津
坂
下
支
局
の
佐
藤
庄
太
支
局
長
か
ら
表
彰
状
と
お
し
ど
り
金

メ
ダ
ル
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
︒

　
ま
た
満
九
十
九
歳
の
白
寿
を
迎
え
た
栗
城
み
き
さ
ん
︵
宮
下
︶
と
満

八
十
八
歳
の
米
寿
を
迎
え
た
三
十
三
人
の
方
々
が
町
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
︒

　
演
芸
会
に
移
る
と
︑
参
加
者
は
町
内
の
食
事
処
で
作
ら
れ
た
お
弁
当

を
食
べ
︑
三
島
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
の
お
遊
戯
や
谷
澤
ハ
ツ
ミ
さ

ん
︵
会
津
坂
下
町
︶
に
よ
る
民
謡
︑藤
間
会
の
皆
さ
ん
と
西
方
ス
ポ
ー

ツ
民
踊
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
︑
三
島
太
神
楽
保
存
会
に
よ

る
長
獅
子
火
男
な
ど
を
鑑
賞
し
な
が
ら
︑楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
︑

健
康
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
︒

寄
り
添
っ
て
、
支
え
合
っ
て
五
十
年

三
島
町
敬
老
会
　
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
三
組
を
表
彰

①

②

③

④ ⑤ ⑥

　第 10 回福島県市町村対抗軟式野球大会は 9 月 11 日、県

内の 4 球場で開幕し、熱戦が繰り広げられました。9 回目の

出場となった三島町は、9 月 18 日に予定されていた須賀川

市との初戦が台風のため 1 週間順延となり、24 日に対戦し

ました。これまで初戦敗退が続いている三島町は、念願の 1

勝を目指して挑み、5 回裏まで 3 点を先取し、ピッチャーの

好投もあり、相手チームの打線を抑えるも、最終回に逆転

され、3 対 7 で惜敗しました。しかし守備の安定感は増して

おり、来年に期待が持てる試合展開を見せました。

　８月１日より、新たに外国語指導助手 ( ＡＬＴ ) として
Mohamed Amanda（モハメッド・アマンダ）先生に三島保
育所、小学校、中学校で英語を教えていただきます。

新たな外国語指導助手 ( ＡＬＴ ) 紹介～ようこそ三島町へ～

モハメッド・アマンダ先生

　Birthplace（出身地）：カナダ（トロント）
  　　 Hobby（趣　味）：ハイキング、合気道、絵を描くこと

　みなさん初めまして！三島町の印象は、とても綺麗で、町

の方々がとても親切だと思いました。三島町の歴史を知り、

編み組細工にも挑戦したいと思っています。見かけたら、い

つでも声をかけてください。よろしくお願いいたします。

相手の打線を力投で抑え込む柴崎仁志投手 ( 宮下 )

アーティストのライブを目の前に盛り上がる来場者

  ︻
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
︼

　
菅
家
　
清
二
さ
ん
・
ふ
じ
子
さ
ん  

ご
夫
妻(

桑
　
原)

　
杉
本
　
一
郎
さ
ん
・  

イ
ミ
子
さ
ん  

ご
夫
妻(

桧
　
原)

　
渡
部
　
重
記
さ
ん
・ 

美
智
野
さ
ん  

ご
夫
妻(

大
石
田)
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町
民
記
者
通
信

　

九
月
四
日
、
川
井
地
区
で
は
、

財
産
区
会
員
に
よ
る
村
内
道
と

農
道
の
秋
道
草
刈
り
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
普
段
あ
ま
り
利

用
さ
れ
て
い
な
い
奥
地
の
農
道

な
ど
は
、
生
い
茂
る
ス
ス
キ
や

ク
ズ
の
葉
が
道
を
覆
い
つ
く
し
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
す
ら
安
心
し
て
走

行
出
来
な
い
状
態
に
な
っ
て
お

り
、
会
員
は
刈
り
払
い
鎌
や
草

刈
機
を
用
い
大
汗
を
か
き
な
が

ら
除
草
作
業
に
励
み
ま
し
た
。

　

休
憩
時
間
に
は
区
長
さ
ん
差

し
入
れ
の
西
瓜
を
い
た
だ
き
、

喉
を
潤
し
て
活
力
を
取
り
戻
し

た
こ
と
に
よ
り
、
作
業
を
続
け

る
と
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
な

仕
上
が
り
に
一
同
満
足
し
て
解

散
し
ま
し
た
。

川
井
地
区
恒
例
の

秋
道
草
刈
り
作
業

文
・
写
真　

角
田
伊
一
さ
ん(

川
井)

　

立
春
か
ら
数
え
て
二
百
十
日

の
八
月
三
十
一
日
、
駒
形
神
社

に
お
い
て
宮
司
さ
ん
を
お
招
き

し
、
台
風
の
被
害
に
遭
う
こ
と

な
く
、
秋
の
み
の
り
が
豊
か
で

あ
り
ま
す
よ
う
に(

家
内
安
全
・

五
穀
豊
穣)

と
ご
祈
祷
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

二
百
十
日
の
お
こ
も
り

文
・
写
真　

佐
久
間
絹
江
さ
ん(

滝
原)

　

九
月
四
日
、
間
方
老
人
ク
ラ

ブ
の
会
員
等
十
七
名
が
参
加

し
、
神
社
・
集
会
所
周
辺
の
除

草
と
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
毎

年
、
春
と
秋
の
二
回
実
施
し
て

お
り
、
秋
は
、
間
方
の
伊
豆
神

社
と
入
間
方
の
箱
根
伊
豆
神

社
の
秋
祭
り
の
前
に
行
っ
て
い

ま
す
。
生
い
茂
っ
た
草
を
刈
り

取
っ
て
い
く
方
、
そ
の
草
を
片

付
け
て
い
く
方
、
皆
さ
ん
慣
れ

た
も
の
で
段
取
り
も
よ
く
、
二

時
間
も
過
ぎ
る
と
す
っ
か
り
綺

麗
に
な
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
飲
み
物
や
お
菓

子
が
配
ら
れ
、
近
況
を
語
り
合

う
交
流
の
場
に
な
り
ま
す
。
会

長
か
ら
の
伝
達
事
項
と
暫
し
の

談
笑
が
あ
り
、
解
散
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
力
に
よ
っ

て
公
共
施
設
の
環
境
が
守
ら
れ

て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る

除
草
・
清
掃
が
行
わ
れ
る

文
・
写
真　

菅
家
壽
一
さ
ん(

間
方)

　

九
月
四
日
、
例
年
行
わ
れ

て
い
る
西
方
地
区
の
「
秋
の
人

足
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
八
月

下
旬
か
ら
台
風
の
影
響
で
雨
の

日
が
続
い
て
い
る
毎
日
で
し
た

が
、
当
日
は
朝
か
ら
陽
が
差
し

て
残
暑
厳
し
い
天
候
と
な
り
ま

し
た
。

　

西
方
地
区
で
は
、
十
四
組
に

別
れ
て
農
道
や
側
溝
周
辺
の
除

草
作
業
を
中
心
に
お
昼
近
く
ま

で
行
わ
れ
、
組
に
よ
っ
て
は
人

数
が
少
な
く
合
同
で
草
刈
り
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
組
も

あ
り
ま
し
た
。

　

除
草
作
業
の
合
間
に
休
憩
時

間
を
取
り
、
出
羽
三
山
に
参
拝

し
た
時
の
難
儀
を
要
し
た
話
や

今
年
は
キ
ノ
コ
が
ほ
と
ん
ど
生

育
し
て
い
な
い
話
な
ど
聞
く
こ

と
が
で
き
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

秋
の
人
足
で
西
方
地
区
の

農
道
等
が
爽
や
か
に

文
・
写
真　

本
名
与
四
郎
さ
ん(

西
方)

　

九
月
三
日
、
三
十
五
名
の
多

数
の
参
加
に
よ
り
桧
原
地
区
健

康
守
る
会
は
山
形
蔵
王
・
米
沢

方
面
へ
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ

ン
に
向
か
い
山
頂
の
蔵
王
お
釜

を
目
指
し
て
い
く
と
、
八
合
目

付
近
か
ら
眼
下
に
す
ば
ら
し
い

桧
原
地
区
健
康
守
る
会
研
修
旅
行

文
・
写
真　

佐
々
木
邦
雄
さ
ん(

桧
原)

雲
海
が
所
々
に
見
ら
れ
ま
し

た
。
お
釜
に
到
着
す
る
と
、
お

釜
の
中
に
ガ
ス
が
発
生
し
て
い

た
た
め
、
残
念
な
が
ら
円
形
火

口
湖
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
付
近
の

碑
跡
や
刈
田
嶺
神
社
を
参
拝

し
た
り
、
お
釜
周
辺
の
小
さ
な

高
山
植
物
が
ち
ら
ほ
ら
と
見
る

こ
と
が
で
き
心
が
癒
さ
れ
ま
し

た
。
お
釜
は
、
山
形
県
・
宮
城

県
の
県
境
に
位
置
し
、
お
釜
の

別
名
「
五
色
沼
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
戦
国
の
世
に
お
い

て
義
を
貫
き
通
し
た
武
将
で
有

名
な
上
杉
謙
信
が
祀
ら
れ
て
い

る
米
沢
市
の
上
杉
神
社
を
参
拝

し
、
昼
食
を
取
り
、
イ
オ
ン
米

沢
店
に
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
し
た
。
地
区
の
皆
さ
ま

が
親
交
を
深
め
た
大
変
有
意
義

な
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

目指せ自己ベスト！三町村小学校体育交流会陸上記録会

【三島小児童の主な記録】
※記録については第１位のみ掲載しております。
▶ 6 年男子 1,000 ｍ鈴木啓生 3 分 49 秒 61 ▶ 6 年男
子 100 ｍ酒井凌大 17 秒 44 ▶ 6 年男子 80 ｍ ハード
ル 小松広利 15 秒 33 ▶ 6 年男子走り幅跳び鈴木啓
生 2m98 ▶ 6 年男子走り高跳び小松広利 1m15 ▶ 6
年女子走り幅跳び渡部妃菜 3m28 ▶ 5 年女子走り幅
跳び二瓶教香 2m48 ▶ 6 年女子ボール投げ本名円佳
29m67　

全力を出し切った陸上記録会

いろいろな形の団子づくりを楽しむ子どもたち

　十五夜の日にあたる 9 月１５日、からんころん
でお月見の会が開催され、親子など約１５人が参
加し、栗城博子さん ( 宮下）を講師に、伝統的な
お月見飾りを作りました。
　子どもたちは大きいお団子まるめにとまどいな
がらも、栗城さんに手ほどきを受けながら上手に
丸いお団子や動物をかたどったお団子など、思い
おもいにお団子づくりを楽しんでいました。親睦
会では自分たちで作った大きな団子をみたらしや
栗城さん自家製のあんこと一緒においしく頂きま
した。

からんころんでお月見の会～大きなお団子作ったよ！～

国道 252 号沿いで行われた交通安全街頭キャンペーン

秋の全国交通安全運動に合わせ、街頭キャンペーン
　秋の全国交通安全運動に合わせ、街頭キャン
ペーンが 9 月２６日、川井地区の国道 252 号沿い
で行われました。町交通対策協議会、交通安全協
会三島分会、町交通安全母の会、会津坂下警察署
などが参加し、通行するドライバーに交通安全を
呼び掛ける記念品を配りました。これからは日没
がどんどん早まっていきますので、早めのライト
点灯を心掛け、心にゆとりを持って安全運転をし
ましょう。

　両沼西部三町村小学校体育交流会陸上記録会は 9 月１４日に金山小校庭で行われ、三島小、金山小、
横田小、昭和小の５年生と６年生が参加しました。三島小は４×１００ｍリレーで男子が優勝し、個人種
目でも多くの児童が素晴らしい結果を残しました。
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九
月
十
一
日
、
川
井
地
区
長

寿
会
で
は
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

社
会
奉
仕
活
動
事
業
の
一
環
と

し
て
、
地
区
の
鎮
守
神
伊
豆
神

社
の
清
掃
活
動
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。
奉
仕
作
業
に
は
体
力
に

自
信
の
あ
る
二
十
三
名
の
お
年

寄
り
が
参
加
し
、
境
内
の
除
草

や
草
刈
り
、
拝
殿
や
神
殿
の
清

掃
な
ど
を
手
際
よ
く
実
施
し
ま

し
た
。
作
業
の
合
間
に
、
樹
齢

川
井
地
区
長
寿
会
の

清
掃
奉
仕
活
動

文
・
写
真　

角
田
伊
一
さ
ん(

川
井)

　

九
月
十
一
日
、
毎
年
恒
例
の

秋
ま
つ
り
行
事
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
十
五
名
で
、
早
朝

よ
り
グ
ラ
ン
ド
整
備
を
行
い
、

秋
空
の
下
、
日
頃
の
腕
前
を
披

露
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
、
互
い
の
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

文
・
写
真　

佐
久
間
絹
江
さ
ん(

滝
原)

　

九
月
十
五
日
・
十
六
日
に
、

美
女
峠
壇
の
上
手
前
の
ぬ
か
る

み
と
洗
掘
さ
れ
た
箇
所
の
道
普

請
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
只
見
川

沿
い
の
道
路
や
鉄
道
が
整
備
さ

れ
る
前
は
、
銀
山
街
道(

会
津

若
松
〜
銀
山
峠
〜
石
神
峠
〜
美

女
峠
〜
吉
尾
峠
〜
只
見
町)

が

主
要
道
路
で
し
た
。
県
で
は
、

こ
の
銀
山
街
道
を
「
歩
く
県
道
」

と
し
て
数
年
前
か
ら
整
備
し
て

い
る
も
の
で
、
美
女
峠
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
道
普
請
は
、
今
回
で

四
年
目
に
な
り
ま
す
。
会
津
若

松
建
設
事
務
所
長
さ
ん
は
じ
め

職
員
の
方
々
、
東
北
芸
術
工
科

大
学
の
先
生
と
学
生
さ
ん
、
宮

歩
く
県
道

「
美
女
峠
道
普
請
」
行
わ
れ
る

文
・
写
真　

菅
家
壽
一
さ
ん(

間
方)

　

九
月
十
一
日
、
大
石
田
健
康

を
守
る
会
主
催
で
美
坂
高
原
ま

で
の
歩
け
歩
け
大
会
と
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

歩
け
歩
け
大
会
は
美
坂
高
原

ま
で
の
四
㎞
を
八
名
の
方
が
完

歩
し
ま
し
た
。
年
々
高
齢
化
の

影
響
と
そ
の
後
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
体
調
維
持
の
た
め
参
加

者
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

完
歩
し
た
人
は
初
秋
の
美
坂

路
を
楽
し
そ
う
に
歩
い
て
い
ま

し
た
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
参

加
者
は
五
十
七
名
で
、
午
前
中

の
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
で
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

【
個
人
の
部
】

優　

勝　

渡
部　

重
記
さ
ん

準
優
勝　

渡
部　

繁
信
さ
ん

第
三
位　

五
十
嵐　

敏
さ
ん

【
組
対
抗
】

優　

勝　

一・
八
組

大
石
田
健
康
を
守
る
会
「
歩
け
歩

け
大
会
と
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

文
・
写
真　

中
兵
一
郎
さ
ん(

大
石
田)

　

九
月
十
日
、
例
年
行
わ
れ
て

い
る
西
方
地
区
の
「
子
ど
も
神

輿
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
半
袖
で
も
暑
い
く
ら
い
の
天

候
に
恵
ま
れ
、
子
ど
も
神
輿
は

西
方
郷
倉
か
ら
家
登
屋
さ
ん
ま

で
の
直
線
の
道
の
り
を
「
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
大

き
な
か
け
声
に
合
わ
せ
て
練
り

歩
き
ま
し
た
。
神
輿
の
途
中
、

西
方
在
住
の
三
島
小
の
子
ど
も

た
ち
と
若
妻
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
や
ス
ポ
ー

ツ
民
踊
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
よ
る

華
や
か
で
颯
爽
と
し
た
踊
り
が

披
露
さ
れ
大
勢
の
観
客
か
ら
拍

手
喝
采
を
受
け
ま
し
た
。

　

夜
は
「
豊
年
踊
り
」
が
開
催

さ
れ
、
今
年
も
趣
向
を
凝
ら
し

た
仮
装
を
し
た
団
体
や
個
人
が

多
く
出
場
し
、
会
場
を
大
い
に

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
子
ど
も
神

輿
と
豊
年
踊
り
で
楽
し
く
賑
や

か
な
初
秋
の
一
日
が
過
ぎ
ま
し

た
。 今

年
も
子
ど
も
神
輿
と

豊
年
踊
り
で
大
盛
況
！

文
・
写
真　

本
名
与
四
郎
さ
ん(

西
方)

　

九
月
十
日
・
十
一
日
の
二
日

間
、
三
島
神
社
秋
の
例
大
祭
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
三
島
神
社
で
祈

願
祭
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
山

車
を
先
頭
に
神
輿
渡
御
の
行
列

が
厳
か
に
町
内
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。
地
区
内
の
三
ヶ
所
で
神

事
が
行
わ
れ
、
町
内
の
安
全
無

火
災
な
ど
を
宮
司
が
祈
願
し
ま

し
た
。

　

夜
も
山
車
を
先
頭
に
、
廻
り

絵
灯
ろ
う
を
曳
き
な
が
ら
、
地

区
内
を
練
り
歩
き
、
そ
の
後
、

宮
下
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
仮
装

豊
年
踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

工
夫
を
こ
ら
し
仮
装
し
た
皆
さ

ん
が
大
い
に
観
客
を
沸
か
せ
、

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
子
ど
も
神
輿
が

繰
り
出
さ
れ
、
山
車
を
先
頭
に

地
区
内
を
元
気
よ
く
神
輿
を
担

ぎ
回
り
ま
し
た
。

三
島
神
社
　
秋
の
例
大
祭

文
・
写
真　

小
島
純
さ
ん(

宮
下)

三
百
年
以
上
の
杉
の
神
木
の
根

が
張
り
す
ぎ
て
記
念
碑
を
倒
し

か
か
っ
た
こ
と
や
、
か
つ
て
境

内
に
あ
っ
た
銀
杏
の
古
木
の
由

来
話
な
ど
を
語
り
合
い
有
意
義

な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

下
土
木
事
務
所
の
職
員
、
昭

和
村
・
三
島
町
の
職
員
、
若

松
測
量(

株)

、
銀
山
道

を
活
用
し
て
地
域
を
元
気

に
す
る
会
及
び
間
方
地
区
か
ら
、

延
べ
五
十
名
の
方
々
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ぬ
か
る
み

で
歩
き
に
く
か
っ
た
箇
所
も
、

水
は
け
が
良
く
な
り
、
さ
ら
に

快
適
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

間
方
地
区
の
活
性
化
事
業

「
美
女
帰
の
里
ま
が
た
」
で
は
、

美
女
峠
に
伝
わ
る
高
姫
伝
説
の

紙
芝
居
を
つ
く
り
上
演
し
た
り
、

峠
道
の
散
策
の
案
内
を
す
る

等
、
歴
史
と
伝
説
の
あ
る
美
女

峠
を
活
か
し
た
村
お
こ
し
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
間
方
側
の

峠
道
は
、
緩
や
か
な
勾
配
で
道

幅
が
広
い
こ
と
か
ら
、
並
ん
で

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
歩
け
る

こ
と
が
魅
力
で
す
。
紅
黄
葉
の

楓(

江
戸
時
代
に
巡
見
使
に
同

行
し
た
古
松
軒
は
、
京
都
や
奈

良
よ
り
も
素
晴
ら
し
い
と
書
い

て
い
ま
す)

の
中
の
森
林
浴
に

是
非
お
出
で
下
さ
い
。

も
し
、
火
災
報
知
器
が
鳴
っ
た
ら
…
直
ぐ
に
火
災
か
ど
う
か
確
か
め
る
！

【
火
災
の
場
合
】

　

・
大
声
で
火
事
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
ま
す
。

　

・
早
く
発
見
で
き
た
場
合
は
、
消
火
器
な
ど
で
初
期
消
火
を
行
い
ま
す
。

　

 

・
も
し
も
消
火
中
、
天
井
に
火
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
ら
消
火
を
あ
き
ら
め
、
直
ぐ
に
避
難
し
ま
す
。

　

・
高
齢
者
や
運
動
能
力
に
自
信
の
な
い
方
は
、
直
ぐ
に
避
難
し
ま
す
。

　

 

・
避
難
す
る
と
き
は
、
タ
オ
ル
な
ど
で
口
と
鼻
を
覆
い
、
姿
勢
を
低
く
し
て
避
難
し
ま
す
。

　

・
避
難
が
で
き
た
ら
、
直
ぐ
に
一
一
九
番
通
報
し
て
下
さ
い
。

【
火
災
で
な
い
場
合
】

　
・
電
池
切
れ
や
故
障
に
よ
る
警
報
音
の
場
合
は
、点
検
を
行
い
、電
池
を
交
換
す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
火
災
で
な
い
煙
に
反
応
し
た
ら
、
換
気
を
し
て
煙
な
ど
を
外
に
排
出
し
、
警
報
音
を
止
め
ま
し
ょ

　
　

う
。(

ボ
タ
ン
を
押
す
か
、
ひ
も
を
引
く
と
、
一
般
的
に
音
は
止
ま
り
ま
す
。)

【
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
！
】

　

・
一
ヶ
月
に
一
度
を
目
安
に
き
ち
ん
と
作
動
す
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
台
所
に
取
り
付
け
た
警
報
器
は
、
油
や
煙
な
ど
に
よ
り
汚
れ
が
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ほ
こ
り

　
　

な
ど
が
付
着
す
る
と
火
災
を
感
知
し
に
く
く
な
る
の
で
、
家
庭
用
中
性
洗
剤
に
浸
し
た
布
な
ど

　
　

を
十
分
に
絞
っ
て
、
軽
く
汚
れ
を
拭
き
取
っ
て
下
さ
い
。

　

・
電
池
切
れ
の
際
に
は
電
池
の
交
換
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
本
体
の
交
換
期
限
は
機
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
目
安
は
お
お
む

　
　

ね
十
年
で
す
。

　

・
火
災
警
報
器
に
よ
っ
て
点
検
方
法
が
異
な
る
た
め
、
詳
し
く
は
説
明
書

　
　

や
仕
様
書
を
ご
確
認
下
さ
い
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
さ
れ
た
お
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
に
、
電

　

池
切
れ
の
警
報
や
誤
作
動
な
ど
に
よ
り
、
設
置
し
て
い
た
住
宅
用
火
災
警

　

報
器
を
取
り
外
し
て
し
ま
う
事
の
な
い
よ
う
、
適
切
な
維
持
・
管
理
を
お

　

願
い
い
た
し
ま
す
。

〜
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
維
持
・
管
理
に
つ
い
て

 火 事 ・救 急 ・救 助 は 1 1 9 番 ま で

  会津坂下消防署三島出張所

  電　話　５２－３０３２

  ＦＡＸ　５２－３０３３

　

九
月
二
十
日
〜
二
十
四
日
、

早
戸
温
泉
つ
る
の
湯
近
く
の
遊

歩
道
で
、
東
北
芸
術
工
科
大
学

の
教
員
と
学
生
が
実
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
で
七
回
目
と
な
り
、
早

戸
地
区
で
は
恒
例
行
事
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
参
加
者
は

三
十
一
名
で
、
雨
の
降
る
中
、

カ
ッ
パ
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
で
熱

心
に
作
業
し
ま
し
た
。

　

二
十
日
の
午
後
六
時
か
ら
は
、

早
戸
区
長
主
催
の
歓
迎
会
を
し
、

二
十
三
日
の
午
後
七
時
か
ら
は
、

佐
久
間
建
設
工
業(

株)

主
催

の
送
迎
会
が
催
さ
れ
、
大
変
楽

し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

二
十
四
日
の
午
前
九
時
か
ら

は
、
現
地
で
成
果
発
表
会
が
あ

り
、
各
班
の
リ
ー
ダ
ー
が
内
容

を
説
明
し
ま
し
た
。

　

来
年
も
実
施
さ
れ
ま
す
が
今

か
ら
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

芸
工
大
生
が
早
戸
地
区
で

遊
歩
道
整
備

文
・
写
真　

五
十
嵐
信
一
さ
ん(

早
戸)
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９月１７日開催　

空への憧れ～ピクニックを添えて～

９月２０日は 『空の日』。 その空の日にちなんで美坂高原でも

『空』 をテーマにしたイベントを開催！シャボン玉、 凧あげ、 ツ

リーイング体験、 ドローン見学などを楽しみました！

10 月１日開催　

高原シネマ

～新月の夜に、 恐竜出没注意～

「 みさか DE あそぼ！」 今年度の最後のイベントになったのは

野外の映画上映会「 高原シネマ」。 美坂の自然にぴったりの

恐竜映画を堪能しました！

　ストローで作るシャボン玉はもちろ

ん、 ハンガーで作った輪っかを使い、

大きなシャボン玉作りにも挑戦！子

どもから大人まで夢中になってシャボ

ン玉を作っていました！

ガムシロップを入れると割れにくくなる

のをみなさん知っていましたか！？

　ビニール袋を使った凧作り。 残

念ながらこの日の美坂高原は風

がほとんどなく、 なかなか飛ばな

い状態に。 しかし、 参加者の中に

見たこともないような大きな凧を

持った方が！微風でもビュンビュン

飛び回る凧を見て、 みんな大感

動でした！今度は手作りの凧も見

事に飛ばしてみたいものですね。

美坂高原の大きな木々を使っ

てツリーイング体験も行いまし

た。 インストラクターの方に木登

りの仕方をレクチャーしてもらっ  

 たおかげで、 みんなスイスイ

　登って行きます。 頂上からの

　　眺めは 「登った人にしかわ

　　からない」 というほどの絶

　　　景だったようです。

　　　木に吊したブランコやハ

　　　ンモックに揺られるのも

　　　　良い気分でした。

夜の美坂で恐竜と出会う…！
　地域おこし協力隊が企画 ・運営をしてき

た 『みさか DE あそぼ！』 の今年度最後のイ

ベント！美坂高原を贅沢に使った野外上映会

は虫の声や木々をなびかせる風を感じなが

ら鑑賞ができる、 まさに 『自然の映画館』 と

いったところでしょうか。 今回は 『ジュラシッ

ク ・ ワールド』 を上映。 美坂高原の森林から

いまにも恐竜が飛び出てきそうな雰囲気の

中、 大きなスクリーンと大音量のスピーカー

で見る恐竜映画は迫力満点でした！

　

む
か
し
む
か
し
、
こ
の
地
方
に
え
ら
ー
い
殿
様
や
っ
た
そ

う
だ
ぁ
。
村
の
達
ぇ
の
ご
ど
い
っ
つ
も
考
え
で
く
っ
ち
ぇ
、

作
の
悪
い
年
に
は
殿
様
も
粗
末
な
が
な
食
っ
て
く
ん
つ
ぁ
っ

て
、
見
回
り
つ
ぅ
ど
、

「
さ
す
け
ね
ぇ
が
？
み
な
身
体
は
？
年
寄
り
は
？
」
つ
っ
て
、

な
に
か
ど
気
遣
い
し
て
く
れ
で
や
っ
た
ど
。
ん
じ
ゃ
が
ら
、

皆
々
に
慕
わ
れ
で
ら
っ
た
そ
う
だ
が
、
そ
の
中
で
特
に
忠
実

な
家
来
ど
し
て
諏
訪
一
族
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

主
従
共
に
賢
者
で
あ
っ
た
が
ら
、
村
々
は
穏
や
か
で
平
和

だ
っ
け
ど
。

　

そ
ん
な
秋
の
日
で
あ
っ
た
ど
。

　

い
っ
つ
も
の
よ
う
に
殿
様
は
家
来
衆
ど
村
サ
こ
ら
っ

た
ぁ
。
山
々
は
紅
く
染
ま
り
稲
の
刈
り
取
り
に
に
ぎ
や
か
で

あ
っ
た
。

「
精
が
出
て
あ
り
が
た
い
の
ぉ
～
腰
を
の
ば
し
な
が
ら
頼
む

ぞ
」
な
ん
て
優
し
い
言
葉
か
げ
ら
っ
て
な
ぁ
、
パ
ッ
カ
パ
ッ

カ
来
ら
れ
た
。
村
の
家
近
く
サ
来
た
ら
、
あ
っ
つ
こ
っ
つ
に

柿
の
実
が
真
っ
赤
に
熟
し
て
だ
。

「
お
お
ー
ん
ま
そ
う
じ
ゃ
な
ー
ー
」
っ
た
ど
思
っ
た
ら
、
家

来
が
止
め
る
の
も
聞
か
ず
ス
ル
ス
ル
ー
ー
ッ
と
柿
の
木
サ
の

ぼ
ら
れ
た
ど
。

「
と
、
と
の
！
柿
の
木
は
あ
ぶ
の
う
ご
ざ
り
ま
す
」

「
い
や
ぁ
～
ど
れ
も
こ
れ
も
う
ま
そ
う
じ
ゃ
～
」

「
と
、
と
の
！
動
い
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
」

「
こ
の
実
が
、
実
に
熟
し
て
い
る
わ
い
！
」
つ
う
ど
殿
様
は

手
を
ぐ
ー
ん
の
ば
し
て
柿
を
も
ぐ
ど
ガ
ブ
ガ
ブ
食
わ
れ
た

ど
。

「
ん
ま
い
！
実
に
ん
ま
い
！
ほ
れ
、
お
前
達
も
」
っ
て
も
い

民
話

第 66 話

諏
訪
一
族
と
殿
様だ

柿
を
家
来
に
落
と
し
な
が
ら
、

「
お
お
ー
あ
そ
こ
の
柿
の
枝
は
光
っ
て
お
る
ぞ
」
つ
う
ど
、

カ
チ
ッ
カ
チ
ッ
反
射
す
る
光
り
に
ク
ラ
ク
ラ
～
っ
た
が
、

「
お
お
ー
ま
ぶ
し
い
な
。
そ
ん
じ
ぇ
も
こ
の
柿
は
見
事
よ
」

な
ん
つ
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
足
を
は
こ
ん
だ
そ
の
時

じ
ゃ
、「
バ
リ
バ
リ
︱
ガ
シ
ャ
ー
ン
」
あ
と
一
歩
つ
う
ど
ご

で
枝
が
折
れ
、
殿
様
は
真
っ
逆
さ
ま
に
落
ち
て
し
ま
わ
れ
だ

ど
。

「
と
の
ー
ー
っ
」
家
来
衆
か
げ
よ
っ
て
も
、間
ん
に
ゃ
わ
ね
ぇ

～
柿
の
木
は
昔
が
ら(

も
ろ
い
こ
と
で
有
名
な
柿
の
木)

だ

も
の
な
ぁ
～
。

　

そ
れ
に
よ
、
ま
っ
と
悪
い
ご
ど
に
下
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑

で
、
茎
を
刈
っ
た
ぎ
っ
た
後
だ
っ
た
が
ら
、
殿
様
の
両
方
の

目
が
つ
ぶ
れ
っ
ち
ま
っ
た
だ
ど
。

　

い
っ
さ
ん
の
出
来
事
に
、
家
来
達
も
村
の
達
ぇ
も
み
な
み

な
悲
し
ん
で
よ
ぉ
、
諏
訪
一
族
は
、
柿
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

作
る
事
を
や
め
だ
ん
だ
ど
。

　

そ
れ
が
ら
こ
っ
ち
、
今
で
も
、
浅
岐
の
諏
訪
家
で
は
·
·
·

柿
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
作
ん
ね
ど
。

　

ざ
っ
と　

む
か
し　

あ
っ
た
ど

元
話　

   　

昭
和
五
十
四
年
浅
岐
で
の
談
話
か
ら

再
話　

   　

五
十
嵐　

  　

七　

重
さ
ん
（
西
方
）

　

町
民
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
ぽ
け
っ
と

図
書
コ
ー
ナ
ー

【
今
月
の
お
す
す
め
】

　

未
婚
女
性
、
古
倉
恵
子
。
大
学
卒
業
後
も
就

職
せ
ず
、コ
ン
ビ
ニ
の
バ
イ
ト
十
八
年
目
。日
々

食
べ
る
の
は
コ
ン
ビ
ニ
食
、
夢
の
中
で
も
コ
ン

ビ
ニ
の
レ
ジ
打
ち
。
あ
る
日
、
婚
活
目
的
の
新

入
り
男
性
、
白
羽
が
や
っ
て
き
て
、
そ
ん
な
コ

ン
ビ
ニ
的
生
き
方
は
恥
ず
か
し
い
と
突
き
つ
け

ら
れ
る
が
・
・
・
・
・
。

【
新
刊
図
書
の
紹
介
】

○
利
用
時
間

　

㊊
～
㊏　
　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

　

㊐
・
祝
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
お
休
み

　

年
末
年
始

問
公
民
館　

☎
（
４
８
）
５
５
９
９

『
コ
ン
ビ
ニ
人
間
』著

者
：
村
田
沙
耶
香

題　

名

著　

者

帰
郷

浅
田　

次
郎

一
週
間
で
腹
を
凹
ま
す

体
幹
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

木
場　

克
己

海
の
見
え
る
理
髪
店

荻
原　
　

浩

や
っ
て
は
い
け
な
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

青
栁　

幸
利

※
左
記
の
雑
誌
を
毎
月
購
読
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
・
た
ま
ご
ク
ラ
ブ
・
山
と
渓
谷
・

　

オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
・
壮
快
・
Ｎ
ｕ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ

凧作り＆凧あげ

シャボン玉 ツリーイング体験
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町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り
第 9 回

　
　
　
　
　
　

恐
れ
乍
ら
追
訴
を
以
て
願
い
上
げ
奉
り
候
こ
と

　

先
達
て
ご
披
露
申
上
げ
候
、
当
村
飢
人
七
十
五
人
の
者
共
こ
れ
ま
で
厚
き
お
手

当
を
以
て
、
粟
、
稗
な
ら
び
穀
代
金
仰
せ
付
け
ら
れ
、
有
難
き
仕
合
せ
に
存
じ
奉

り
候
。
こ
れ
に
よ
り
葛
の
根
を
掘
り
右
御
拝
借
穀
物
細
々
あ
て
相
受
け
、
朝
夕
の

食
事
に
仕
り
飢
え
を
凌
ぎ
ま
か
り
有
り
申
し
候
と
こ
ろ
、
最
早
先
月
中
に
食
べ
終

い
、
葛
の
根
ば
か
り
に
て
外
に
食
べ
物
に
罷
り
な
り
候
品
と
て
も
一
向
御
座
無
く

候
故
、
粟
、
糠
、
大
豆
の
残
木
・
実
の
さ
や
等
ま
で
求
め
、
か
う
せ
ん
に
い
た
し
、

或
い
は
葛
の
根
取
り
合
わ
せ
食
事
に
仕
り
候
体
に
御
座
候
え
ば
、
日
頃
人
気
相
衰

え
、
野
稼
ぎ
罷
り
な
り
申
さ
ず
者
共
多
く
、
露
命
危
体
に
相
見
え
候
間
（
中
略
）、

何
卒
御
慈
悲
を
以
て
雑
穀
の
品
を
も
っ
て
御
救
い
下
し
置
か
れ
た
く
願
い
上
げ
奉

り
候
。
勿
論
数
日
米
穀
の
類
に
相
放
ち
候
て
は
糠
、
粕
、
山
野
の
糧
ば
か
り
食
事

に
仕
り
候
て
は
、
た
と
え
身
命
相
助
か
り
候
て
も
、
農
業
の
儀
罷
り
な
り
申
さ
ず

義
に
存
じ
奉
り
候（
中
略
）、願
い
上
げ
候
通
り
御
拝
借
な
し
下
し
置
か
れ
候
は
ば
、

飢
え
を
凌
ぎ
身
命
相
続
仕
る
飢
え
人
は
申
上
げ
る
に
及
ば
ず
、
村
中
上
げ
て
有
難

き
仕
合
せ
に
存
じ
奉
り
候
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷
組
大
谷
村　

百
姓
代　

伝
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓
代　

忠
右
衛
門
㊞

　
　

天
明
四
年
辰
二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓
代　

八
郎
左
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組　

頭　

義
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名　

主　

治
右
衛
門
㊞

　
　
　
　

御
代
官
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
・
読
み
下
し　

角
田　

伊
一

　

も
し
、
ご
家
庭
に
古
い
文
書
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
交
流

セ
ン
タ
ー
山
び
こ
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

☎
（
52
）
２
１
６
５

庄 司 家 寄 託 文 書（ 福 島 県 歴 史 資 料 館 収 蔵 ）

　

気
象
学
者
の
根
本
順
吉
氏
に
よ
る
と
、

十
八
世
紀
後
半
は
「
小
氷
期
」
の
真
っ
た

だ
中
で
異
常
気
象
が
発
生
し
や
す
か
っ
た

と
い
い
ま
す
。「
天
明
の
大だ
い
き
き
ん

飢
饉
」
と
呼

ば
れ
る
飢
饉
は
こ
の
頃
に
発
生
し
ま
し

た
。

　

大
谷
村
の
名
主
を
勤
め
た
二
瓶
孝
次
郎

の
手
記
に
は
「
天
明
三
年
前
代
未
聞
の
大

凶
作
に
て
田
畑
皆
無
（
中
略
）
翌
年
米
一

分
に
八
升
位
に
て
飢
死
多
き
」
と
い
う
一

文
が
あ
り
、
天
明
の
凶
作
、
そ
し
て
飢
饉

が
い
か
に
凄
絶
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
伝

え
て
い
ま
す
。

　

食
料
が
絶
え
、
飢
え
て
死
ん
で
し
ま
う

飢
饉
は
凶
作
の
翌
年
に
発
生
す
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。
天
明
四
（
一
七
八
四
）

年
に
大
谷
組
各
村
よ
り
提
出
さ
れ
た
飢
え

人
救
済
願
書
の
控
帳
が
大
谷
村
の
二
瓶
八

郎
家
に
残
さ
れ
て
お
り
、
当
町
に
お
け
る

天
明
の
大
飢
饉
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
五
十
編
に
も
及
ぶ
願
書
に
は
備

蓄
し
た
米
麦
を
食
べ
つ
く
し
、
冬
に
豪
雪

葛
の
根
取
り
合
わ
せ
食
事
に
仕
り
候

天
明
凶
作
飢
餓
の
実
態
を
書
き
上
げ
た
『
大
谷
組
御
用
留
帳
』

　みしま健康ポイント制度は、健康づくり活動を行う団体の会員等を対象
に、日々の健康づくり活動にポイントをプレゼントし、町民の皆さまの健
康づくりを応援するものです。
　２０ポイント貯まると、ポイントカードを５００円商品券として、町内
協賛店にて利用することができます。

◉対 象 者・・・「健康づくり活動団体」の登録をされた団体の会員
　　　　　　　　　　　( 町内に住所を有する高校生を除く１８歳以上の方 )
◉ポイントの対象・・・「健康づくり活動団体」の活動１回１ポイント
　　　　　　　　　　　( 町実施の健診や健康教室等も対象 )
◉ポイントの利用・・・２０ポイントで「ポイントカード」を「５００円商品券」として町内協賛店で利用
　　　　　　　　　　　できます。

※健康づくり活動を行っている団体は、「健康づくり活動団体」の登録をお願いいたします。
※「健康づくり活動団体」の登録された団体の会員の方は、加入団体から「ポイントカード」をお受け取り
　ください。
※健康づくり活動団体に未加入の方は、是非、この機会にご加入ください。
※個人でのウォーキングも対象となりますので、教育委員会にて「ウォーキング手帳」と「ポイントカード」
　をお受け取りください。

＜ポイントカード利用上のご注意＞
・健康づくり活動以外の役員会や飲食会、自主トレなどの個別活動はポイントの対象外となります。
・「ポイントカード」は併用ができます。他団体等の対象活動参加時にも併用してください。
・「ポイントカード」は合算できません。複数団体加入の方は、「ポイントカード」を上手に併用してポイン
　トを貯めることをお奨めします。

【みしま健康ポイント協賛店】

みしま健康ポイント制度
始めました！

( 株 ) 山モ　齋藤商店 ( 合 ) たすき　のんびり館 鶴賀屋商店
( 有 ) ドラッグイガラシ ( 有 ) 会津地鶏みしまや 家登屋商店
( 有 ) グッドメディシン

みやした調剤薬局
双葉食堂 会津桐タンス ( 株 )

中野屋食堂 どんぐり
美容室　めぐみ 居酒屋　まつやま ( 有 ) マルシェみしま

宮下クリーニング店 ( 有 ) コバヤシカナモノ ドライブイン雪国
ファーム美容室 香都美容室 二瓶桐材店

板橋モーター商会 菅家商店 ケータリング＆デリバリー
キッチンＭＯＲｙ理容　コジマ 佐藤モータース

( 有 ) 布川商店 渡部ラジオ店 パール美容室
山中スポーツ 飯塚商店 早戸温泉つるの湯企業組合

※たばこと保険適用医薬品は対象外となります。
※協賛店、随時募集中です。

町民の皆さま、健康づくり活動へ積極的に参加し「健康寿命」を伸ばしましょう。

を
か
き
の
け
て
ワ
ラ
ビ
や
葛
の
根
を
掘

り
、
豆
が
ら
を
コ
ウ
セ
ン
に
し
て
食
べ
る

こ
と
で
飢
え
を
凌
い
だ
が
、疫
病
が
蔓
延
、

間
方
・
小
野
川
原
・
芋
小
屋
村
な
ど
で
は

村
人
の
大
半
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
内
容

が
生
々
し
く
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は

そ
の
な
か
で
大
谷
村
の
願
書
を
紹
介
し
ま

す
。

問役場町民課保健福祉係 ☎４８－５５６５

Information
～　情　報　配　信　～
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 「錦秋のＪＲ只見線に乗って行く !!
新潟県魚沼・小千谷魅力発見ツアー」

　ＪＲ只見線を利用し新潟県魚沼市の西福寺・開山堂、永林寺を訪問し、
日本のミケランジェロこと石川雲蝶の彫刻を堪能し、おぢや震災ミュー
ジアムそなえ館ではいざという時の「そなえ」を学んでいただき、皆
様にＪＲ只見線沿線及び新潟県の魅力を堪能していただきます。

○実施日
　平成２８年１１月４日㊎

○集合場所
　ＪＲ会津川口駅・改札入口待合室

○参加費 ( 大人・小人同額 )
　３，０００円 ( 行程内の昼食代・ＪＲ運賃・バス代を含む。)

○募集人員
　４０名 ( 最少催行人数１名 )

○旅行管理
　添乗員同行・ガイドなし

○行程
　ＪＲ会津川口駅 (8：00 集合／ 8：15 発 ) ～【代行バス】～ＪＲ只見駅 (9：
05 着／ 9：30 発 ) ～【ＪＲ只見線】～ＪＲ小出駅 (10：43 着／ 10：50 発 )
～【以下貸切バスで移動】～西福寺 (11：05 着／ 11：45 発 ) ～道の駅
ゆのたに・昼食 (12：00 着／ 12：50 発 ) ～永林寺 (13：05 着／ 14：00 発 )
～おぢや震災ミュージアムそなえ館 (14：40 着／ 16：00 発 ) ～道の駅
入広瀬 (17：00 着／ 17：15 発 ) ～ＪＲ会津川口駅前 (19：00 着 )

○申込み締め切り
　平成２８年１０月２１日㊎

○申込先
　会津トラベルサービス ( 株 )　℡ 0242-24-6666
　＜平日 9：00 ～ 17：30 ／土曜 9：00 ～ 12：20 ※第 2・4 土・日・
　　祝日は休日＞

○申込方法
　インターネットまたはお電話にてお申込みください。
　ＵＲＬ :http://www.aizutravel.com/course/detail.php?id=1913

○その他
　集合場所のＪＲ会津川口駅までの交通費等は自己負担となります。

○事業主催
　福島県会津地方振興局
　( ＵＲＬ :http://www,pref.fukushima.lg.jp/sec/01240a/)

○旅行企画・実施
　会津トラベルサービス ( 株 ) ℡ 0242-24-666
　福島県知事登録旅行業第 2-62 号 ( 一社 ) 全国旅行業協会会員
　本社／福島県会津若松市白虎町 227
　総合旅行業務取扱管理者：高久   敦

「未来につなぐ相続登記」～相続登記はお済ですか～
　　相続した不動産（土地・建物）についての相続登記 ( 名義変更 ) は、不動産の所在地を管轄する法務
　局に申請していただく必要があります。
　　長い間、相続登記をしないで放置してしまいますと、更に相続人が死亡されることで、相続権のある
　人（子・孫・ひ孫等）が次第に増えてしまい、誰が相続するのか話し合って決めることが難しくなって
　しまうおそれがあります。
　　相続登記は、登記をしなければ罰せられるというものではありませんが、しないまま放置されること
　は、自分の子孫等に手間と費用をかけさせてしまう結果となります。
　　また、相続登記をしていないと、次のような様々な問題が発生することがあります。

　　・土地を売って現金化したいが、土地の名義が曾祖父名義のため、すぐに所有権移転登記ができない。
　　・空き家を有効活用したいが、所有者が分からず交渉できない。
　　・森林の所有者が分からず、山が荒廃している。
　　・用地買収の話があったが、相続人間で争いになった。
　　・所有者との連絡が取れず、災害復旧などの緊急性のある工事が遅れる。

　　このようなトラブルを未然に防ぐためにも、早めに相続登記しましょう。

　【お問合せ先】
　　○福島県司法書士会　＜電話による相談＞月～金 ( 除く祝日 )
　　　　　　　　　　　　　受付時間　午前１０時から１２時　午後１時から４時
　　　　　　　　　　　　　フリーダイヤル　0120-81-5539

　　○福島地方法務局　※登記相談は事前予約制による面談のみ
　　　　　　　　　　　　本局　024-534-2045
　　　　　　　　　　　　若松支局　0242-27-1501

　今年度のコミュニティ助成事業を活用し、大石田地区では地区住民の交流
を深めるため、盆踊り用品を購入し、８月１４日、盆踊りを開催しました。
　各地区で住民が自主的に行う交流促進を図り、地域の連帯感に基づく取り
組みにつながる設備の整備（備品の購入など）計画がありましたら、役場  地
域政策課  ☎４８ー５５３３  までご相談ください。
※コミュニティ助成事業は、一般財団法人自治総合センターが宝くじの社会
貢献広報事業として、宝くじ受託事業収入を財源に行っているものです。

大石田地区で盆踊り用備品を整備
　【平成２８年度コミュニティ助成事業】で購入しました！

　10 月 17 日㊊から 23 日㊐までの
1 週間は「行政相談週間」です。
　行政相談は、役所 ( 国、県及び
市町村 ) や特殊法人等の仕事に関
して、苦情や困っていること、心
配なこと、分からないこと、要望
したいことなどについて相談に応
じ、その解決をお手伝いするもの
です。
　行政相談週間中も、行政相談委
員が自宅等で相談に応じているほ
か、次のところで行政相談所を開
設します。

●三島町の行政相談委員は
　小柴ヨシノ ( 三島町大字西方 )　
　℡ 0241-52-2480

●行政相談所の開設日時、場所は
　10 月 19 日㊌　10 時～ 15 時　
　三島町町民センター

－行政相談週間－
行政相談委員による

相談所の開設

◆　診療日記　◆

　あまり知られていませんが、当
院では「頸動脈超音波検査」を実
施しています。この検査は、脳に
血液を送っている頸動脈の病変を
“ 超音波 ” によって評価するもので
す。
　頸動脈は脳梗塞と大きな関わり
があるのはもちろんですが、全身
の動脈硬化を反映する指標にもな
ります。高血圧、糖尿病、脂質異
常症、喫煙などの動脈硬化の危険
因子を持っている方には、動脈硬
化の進行を評価できる検査として
とても有用です。
　興味のある方はお気軽にお問い
合わせください。

県立宮下病院　内科科長　小山大輔

～  頸動脈超音波検査について ～

県立宮下病院より

問福島県立宮下病院
☎ 0241-52-2321
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～厚生労働省福島労働局からのお知らせ～
「ハラスメント対応特別相談窓口」を開設します。
　　平成 29 年 1 月 1 日より法律が改正され、いわゆるマタハラな
　どのハラスメント防止措置が事業主に義務付けられます。また、
　育児休業や介護休業などが利用しやすくなります。

　◇「ハラスメント対応特別相談 窓口」を開設。
    　    フリーダイヤル 0800-8004611　(12 月 28 日まで )

　◇事業主・労務担当者等向け説 明会を県内 4 会場で開催。
　　詳しくは、福島労働局ホームページ
　　(http://fukushima-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/) をご覧くださ
　　い。

問福島労働局雇用環境・均等室　☎ 024-536-4609

会津坂下警察署からのお知らせ

区　分 管　内 三島町
強 盗
空 き 巣 ね ら い ３
忍 び 込 み １
事 務 所 荒 ら し
出 店 荒 ら し １
自 動 車 盗 1
オ ー ト バ イ 盗
自 転 車 盗 １１
自 販 機 ね ら い
車 上 ね ら い 5
ひ っ た く り
部 品 ね ら い
強 制 わ い せ つ
街 頭 犯 罪 合 計 ２２ 0
全 刑 法 犯 ８０ 1

※全刑法犯には街頭犯罪以外（器物損壊、暴行、
　傷害、万引き、詐欺など）の犯罪発生件数が
　含まれます。
※上記発生件数は、平成 28 年 1 月 1 日からの
　累計数となっています。

街頭犯罪発生件数（8月中）

還付金詐欺が増加中！

▼還付金詐欺で 90 万円被害
　70 歳代女性宅に県合同庁舎
職員を名乗る男から、「過払いの
医療費が還付されるので、スー
パーのＡＴＭにキャッシュカー
ドを持参して欲しい。携帯電話
の番号を教えて欲しい。」などと
電話があり、男から指定された
スーパーの現金自動預払機から
約 90 万円を振り込んだもの。

▼被害防止
ワンポイントアドバイス

　還付金で、ＡＴＭを操作して
還付金を受け取る手続きは絶対
にありません。
　還付詐欺では、つぎの言葉に
注意してください。

①医療費の払い戻し
②税金の還付がある
③銀行から電話がある
④今日中に手続きをして
⑤ＡＴＭに行ったら電話して
　ください

三島町での刑法犯
（8 月 1 日現在）

1 件

 「平成２８年分年末調整説明会」を開催します
　　間もなく年末調整の時期を迎えますので、次の日程により年末調
　整事務の説明会を開催します。

　○対象者　町内の法人及び個人事業者

　○日　時　平成２８年１１月１６日㊌
　　　　　　午前と午後の２回開催
　　　　　　午前の部　受　付　午前 9 時 30 分
　　　　　　　　　　　説明会　午前 10 時～ 12 時
　　　　　　午後の部　受　付　午後 1 時
　　　　　　　　　　　説明会　午後１時 30 分 ~3 時 30 分

　○場　所　アピオスペース展示ホール ( 会津若松市インター西９０)
　　　　　　会場駐車場は利用台数に限りがありますので、できるだ
　　　　　　け公共の交通機関をご利用ください。

　○注意事項　本年より、説明会会場が会津若松市 ( アピオスペース )
　　　　　　　に変わっておりますので、お間違えのないようお願い
　　　　　　　いたします。

　○問い合わせ　年末調整説明会に関するお問い合わせ等は、次の担
　　　　　　　　当までご連絡ください。
　　　　　　　　会津若松税務署　法人課税第１部門 ( 源泉所得税担当 )
　　　　　　　　　　　　　　　　☎ ( 代表 )0242-27-4311　内線 223

社会福祉協議会より

ご寄附
ありがとうございました

町社会福祉協議会へのご寄附
（ご遺志によるもの）

二　瓶　耕　一　様（大　谷）
阿　部　正　市　様（桧　原）
二　瓶　辰右エ門様  ( 西　方 )
飯　塚　金一郎　様（大石田）
五十嵐　続　夫　様（宮　下）
五十嵐　忠　義　様（大石田）
五十嵐　和　大　様（早　戸）

地域ふれあいサロン

ひまわりサロン
　10 月 17 日㊊　山形県

サロンないり・
桧原はつらつクラブ合同遠足
　10 月 19 日㊌　いわき市

  問社会福祉協議会　☎（52）3344
  ～県からのお知らせ～

不正軽油を
作らない・売らない・買わない・使わない

　　県では、10 月を「不正軽油撲滅強化月間」と定め、関係団体と協
　力して、不正軽油の排除に取り組んでいます。
　　軽油に課せられる県税である軽油取引税を脱税する目的で、軽油
　に灯油や重油を混ぜるなどして製造される燃料、いわゆる「不正軽
　油」が正常な軽油と偽って販売、使用されています。
　　この不正軽油は、悪質な脱税行為であり、環境汚染やエンジン故
　障の原因、公正な市場競争の阻害、さらには暴力団等の資金源にも
　つながります。
　　「不正軽油を作らない・売らない・買わない・使わない。」
　　不正軽油の防止・撲滅には、県民の皆さまのご協力と情報提供が
　欠かせません。
　　不正軽油の情報提供につきましては、県庁税務課または最寄りの
　地方振興局県税部までご連絡ください。

　問県庁総務部税務課　℡ 024-521-7205
　　　　　　　　　　　Fax024-521-7905
　　　　　　　　　　　電子メール zeimu@pref.fukushima.lg.jp

　会津地方振興局県税部　℡ 0242-29-5264
　　　　　　　　　　　　Fax0242-29-5239
　　　　　　　　　　　　電子メール aizu.kenzei@pref.fukushima.lg.jp

予約制による年金相談のご案内
　　会津若松年金事務所では、予約制による年金相談を実施してお
　りますので、ぜひご利用ください。

　◇予約申込方法
　　・年金相談のご予約は、相談希望日の１ヶ月前から前々日まで
　　　お電話又は年金相談窓口でお受けいたしております。
　　・ご予約を受付ける際には、相談者及び配偶者氏名、基礎年金
　　　番号、電話番号、相談内容等について確認させていただきま
　　　す。

　◇予約時間帯
　　・月曜日～金曜日 8：30 ～ 17：00 まで
　　　(11：00 から 14：00 までの時間帯を除く )

　◇出張相談のご予約について
　　・毎月第２木曜日に喜多方市 ( 喜多方プラザ )、第４木曜日に南
　　　会津町 ( 御蔵入交流館 ) で予約制の年金相談を行っております。
　　　相談時間は概ね 10：00 ～ 16：00 の時間内となります。

　※予約状況により、ご希望の日時を調整させていただく場合があ
　　りますので、あらかじめご了承願います。

　　年金相談にお越しの際は、年金手帳 ( 基礎年金番号 )、年金証書、
　振込通知書などの他、相談者本人であることを確認できる運転免
　許証等をご持参のうえ、ご予約の時間に総合相談窓口にお申し出く
　ださい。
　　なお、代理の方がご相談にお越しの際には、委任状と代理の方
　であることを確認できる運転免許証等も必要となります。
　※ご都合により来所できない場合は、事前にご連絡をお願いいた
　　します。

　◇予約申し込み電話番号
　　０２４２－２７－５３２１
　　自動音声案内９番の後に５番を押してください。
　　　　　会津若松年金事務所　お客様相談室
　　※電話の受付時間は 8：30 から 17：00 までです。
　　( 土・日・祝日、１２月２９日～１月３日を除く )

㊟住民基本台帳による数値です。増減数は
前月との比較、出生・死亡・転入・転出は
前月 1 カ月間に届出のあった人数です。

町の人口と世帯
9 月１日現在

人口 1,741

増
減
数

-2 出生 0

男 ８43 0 死亡 3

女 ８9８ -2 転入 5

世帯 7８7 -1 転出 4

▶町県民税 ( 普通徴収 )（第 3 期）

▶後期高齢者保険料 ( 普通徴収 )
　（第 3 期）

忘れずに納付ください。
役場 町民課

10 月の納税
納期限 1 0 月 3 1 日
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「高原の芽吹き」
坂本チヨさん（福島市）

「撮」っておきのみしま町フォトコンテスト2016
第 6 回

～特別賞（来場者投票による）紹介～

「団子のなる木」
三瓶　裕さん（三島町）

「黄葉の林」
鈴木孝二さん（会津若松市）「冬の夜空に」

志賀　薫さん（三島町）

「静」　
栗城和彦さん（会津若松市）

投票総数　３５１名 ( １人３票以内 )
　たくさんの投票をいただきありがと
うございました。ほかにも投票数が多
かった作品を交流センター山びこホー
ムページにて掲載しておりますので、
ぜひご覧ください。

問交流センター山びこ☎（52）2165
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№ 15

　

出
張
や
来
客
の
予
定
が
な
い
と
き
は
、
秦
副
町
長
と
町

内
を
巡
回
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
町
で
発
注
し
て

い
る
工
事
現
場
、
耕
作
放
棄
地
の
現
状
、
町
で
建
設
し
て

指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
各
施
設

等
々
、
米
や
野
菜
、
桐
、
タ
バ
コ
の
生
育
状
況
等
を
観
察

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
と
施
設
や
生
育
等
の
課
題
に
つ

い
て
、
今
で
き
る
事
や
来
年
度
の
対
応
に
つ
い
て
議
論
し

て
い
ま
す
。

　

巡
回
し
て
い
る
中
で
、
今
の
時
期
に
特
に
気
に
な
る
の

は
「
米
」
で
す
。
日
本
で
は
稲
が
多
く
栽
培
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
み
ず
み
ず
し
い
稲
穂
と
い
う
意
味
で
、
瑞
穂
の
実

る
国
「
瑞
穂
の
国
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
五

円
玉
に
稲
穂
が
た
わ
わ
に
実
っ
て
い
る
図
を
見
た
と
き

「
日
本
の
米
文
化
」
の
奥
深
さ
と
国
民
の
食
文
化
に
深
く

根
ざ
し
た
大
切
さ
を
感
じ
る
事
が
で
き
、
ま
た
今
年
の
三

島
の
作
況
指
数
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

米
の
品
種
は
約
四
百
種
類
と
言
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
背
景
（
味
よ
り
収
量
・
古
代
米
・
香
り
重
視
品
種
等
）

に
よ
り
稲
の
品
種
改
良
を
し
て
き
た
日
本
人
の
繊
細
さ
に

驚
い
て
い
ま
す
。時
代
の
変
化
に
応
じ
て
変
え
て
い
く
事
、

変
え
て
は
い
け
な
い
事
の
判
断
を
間
違
う
と
大
変
な
事
に

な
り
ま
す
。
米
文
化
か
ら
学
ぶ
、
三
島
の
町
づ
く
り
も
同

様
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
米
収
穫
前
の
長
雨
に
は
困
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
長
雨
に
負
け
な
い
、
実
り
の
秋
が
来
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

三
島
町
長　

矢
澤　

源
成
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